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＞ ＞ ＞  大 観 峰 の 魅 力

文 豪 徳 富 蘇 峰 に よ り 名 づ け ら れ た 「 大 観 峰 」 は 標 高 9 3 6 ｍ 。 阿 蘇 北 外 輪 山 の

最 高 峰 に あ り 、 展 望 台 か ら は 「 涅 槃 像 」 と も 呼 ば れ る 阿 蘇 山 や く じ ゅ う 連 山 を

見 渡 せ 、 阿 蘇 山 の 大 噴 火 で 形 成 さ れ た カ ル デ ラ （ 旧 火 口 ） を 一 望 で き ま す 。 秋

か ら 冬 に か け て は 早 朝 に 神 秘 的 な 雲 海 が 見 ら れ る こ と も ！ 四 季 折 々 の 表 情 が

楽 し め 、 そ の 美 し さ か ら 何  度 で も 訪 れ た く な る 絶  景 ス ポ ッ ト で す 。

大 分 県 日 田I C よ り R 2 1 2 経 由 、 小 国 方 面 へ 約 １ 時 間 ／ J R 阿 蘇 駅 か ら 車 で 約 2 0 分

約 3 0 万 年 前 に 始 ま っ た 阿 蘇 の 火 山 活 動 は 、 ４ 回 の 大 噴 火 に よ り 南 北 2 5 k m 、 東

西 1 8 k m の 巨 大 カ ル デ ラ が 形 成 さ れ 、 そ の 規 模 は 世 界 最 大 級 ！2 0 1 4 年 ユ ネ ス コ

世 界 ジ オ パ ー ク に 認 定 さ れ た 阿 蘇 に は 、 地 球 の 営 み を 間 近 で 体 感 で き る 貴 重 な

ス ポ ッ ト が 点 在 し ま す 。 大 地 の 生 命 力 を 感 じ る 美 し く 雄 大 な 景 観 は 圧 巻 で す 。

世 界 最 大 級 の カ ル デ ラ に 会 い に 行 こ う ！
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か つ て の 大 噴 火 の 凄 ま じ さ を 物 語 る 、 唯 一 無 二 の 景 観 が 広 が る 阿 蘇 市 。 火 口 跡

に は 、 新 た な 草 花 が 芽 を 吹 き 大 草 原 と な っ た 草 千 里 ヶ 浜 を は じ め 、 火 山 灰 に 覆

わ れ た ま ま の 砂 千 里 ヶ 浜 な ど 、 さ ま ざ ま な 造 形 美 が 広 が っ て い ま す 。 そ し て 、 今 な

お 火 山 活 動 が 続 く 中 岳 火 口 。 大 自 然 の 鼓 動 を あ な た も ぜ ひ 感 じ て く だ さ い 。

仙  酔  峡 ＞ ＞ ＞

中 岳 の 北 麓 に 位 置 す る 溶 岩 流 が 造 り 出 し た 峡 谷 。 ５ 月 に は

約 ５ 万  本 の ミ ヤ マ キ リ シ マ が 咲 き 乱 れ 、 一  面 ピ ン ク の 花 で 埋

め 尽 く す 。 阿 蘇 谷 や 北 外 輪 山 も 一 望 で き 、 登 山 者 も 多 い 。

J R 宮 地 駅 か ら 約 1 5 分 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地

砂  千  里 ヶ 浜 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 中 岳 火 口 の 南 東 部 に 位 置 し 、 荒 々 し い 岩 肌 と 火 山 灰

で 覆 わ れ た 無 機 質 な 黒 い 砂 地 が 広 が る 火 口 跡 。 火 山 の パ

ワ ー を 堪 能 し な が ら 遊 歩 道 を 使 っ て ゆ っ く り と 散 策 で き る 。

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 3 0 分 　 　 阿 蘇 市 黒 川

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 2 0 分 　 　 阿 蘇 市 草 千 里 ヶ 浜

米  塚 ＞ ＞ ＞

高 さ 約 8 0 m の 可 愛 ら し い 形 を し た 小 山 は 約 3, 0 0 0 年 前 の 噴 火 で 形 成 さ れ た 火 山 。 春 か ら 夏 に

か け て 緑 一 色 に な る 姿 は 美 し く 、 自 然 が 生 ん だ 造 形 美 を 眺 め る こ と が で き る 。（ 国 の 名 勝 及 び

天 然 記 念 物 ）

阿  蘇  ユ ネ ス コ ジ オ パ  ー ク ＞ ＞ ＞

阿 蘇 は 中 央 に 活 火 山 が そ び え る カ ル デ

ラ の 中 に 約 5 万 人 が 生 活 を 営 む 、 ま さ に

「 自 然 と 人 間 の 共 存 」 が 体 感 で き る 世 界

的 に 貴 重 な 地 と し て 、2 0 1 4 年 9 月 、 世 界 ジ

オ パ ー ク ネ ッ ト ワ ー ク に 加 盟 認 定 さ れ ま

し た 。

中 岳 火 口 （ 阿 蘇 山 上 ） ＞ ＞ ＞

今 も 火 山 活 動 を 続 け る 中 岳 。 周 囲 4 k m の 巨 大 な 噴

火 口 で 激 し く 噴 煙 を 上 げ る 様 子 や 火 口 湖 を 間 近 で

見  学  で き る 。（ 火 山 活 動 が 活 発 な 時 は 、 火 口 に 近 づ け な い こ と も あ り ま す ）

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 1 5 分 　 　 阿 蘇 市 乙 姫 ・ 永 草

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 3 0 分 　 　 阿 蘇 市 黒 川

阿  蘇 ユ ネ ス コ
ジ オ パ ー ク

中 岳 火 口 の 規 制 情 報 は 　
こ ち ら を チ ェ ッ ク ▶

阿 蘇 火 山 博 物 館 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 火 山 、 カ ル デ ラ の 成 り 立 ち を 学 べ る 博 物 館 ！

0 9 6 7 - 3 4 - 2 1 1 1 （ 阿 蘇 火 山 博 物 館 ）

阿 蘇 市 赤 水 1 9 3 0 - 1

草  千  里 ヶ 浜 ＞ ＞ ＞

烏 帽 子 岳 を 背 景 に 、 火 口 跡 で あ っ た 地 に 広

が る 大 草 原 と 池 の 周 り に 放 牧 さ れ た 馬 が

悠 々 と 歩 く 姿 な ど 、 牧 歌 的 な 風 景 に 出 会 え

る 名 所 。 乗 馬 体 験 も 楽 し め る ！（ 国 の 名 勝

及 び 天 然 記 念 物 ）
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阿  蘇 の 旅 は 日 が 暮 れ て も お も し ろ い ！ 日 中 の エ ネ ル

ギ ッ シ ュ な 時 間 と は 対 照 的 な 夜 の 静 寂 は と て も 幻 想 的

で す 。 阿 蘇 の 夜 は 美 し く 神 秘 的 。 大 地 の 息 吹 を 感 じ る 、

と っ て お き の 感 動  体 験 が 待 っ て い ま す 。

＞ ＞ ＞  乙  姫  ス  タ  ー  ラ  イ ト ト レ ッ キ  ン  グ
美 し い 夜 空 を 眺 め な が ら 、「 阿 蘇 ハ イ ラ ン ド ゴ ル フ コ ー ス 」 内 を 馬 に 乗 っ

て ト レ ッ キ ン グ す る ア ク テ ィ ビ テ ィ 。 自 然  の 中 で  澄 み わ た る 空  気 を 感 じ な

が ら 特 別 な 非 日 常 体 験 が で き る 。 乗 馬 初 心 者 や 小 学 生( 身 長 制 限 あ り)

で も 参 加 が 可 能 。 温 か い ド リ ン ク サ ー ビ ス も う れ し い ♪

　 0 9 6 7 - 3 2 - 2 3 0 1 （ 阿 蘇 ハ イ ラ ン ド 乗 馬 ク ラ ブ ） 　 　 体 験 所 要 時 間 　 3 0 分

　 阿 蘇 市 乙 姫 2 1 6 7 - 3 ／ 「 熊 本I C 」 か ら 約 6 0 分

阿 蘇 ナ イ ト ビ ュ ー ＆ ス タ ー ウ ォ ッ チ ン グ ＞ ＞ ＞

夜 の 大 観 峰 展 望 所 （ 標 高 9 3 6 ｍ ） の 眼 下 に 広 が

る 2 7 0 k ㎡ の 阿 蘇 谷 の 夜 景 と 上 空 に は 3 6 0 度 の 大

パ ノ ラ マ に 広 が る 満 天 の 星 空 を 眺 め る ツ ア ー 。

キ ャ ン プ レ ジ ャ ー ＞ ＞ ＞

キ ャ ン プ  場  や コ テ  ー  ジ  、 キ ャ ン ピ ン グ  カ  ー  で  の  一  夜  は  格

別 。 阿 蘇 の 中 心 で 特 別 な プ ラ イ べ ー ト 空 間 を 楽 し ん で み

ま せ ん か 。B B Q コ ン ロ 、 シ ャ ワ ー や ト イ レ 設 備 も 充 実 ！

0 8 0 - 8 3 8 6 - 0 3 4 0 （ ア ソ キ ャ ン ） 　 　 阿 蘇 市 黒 川 9 7 8 - 1 9

阿 蘇 火 山 博 物 館 ナ イ ト ミ ュ ー ジ ア ム ＞ ＞ ＞

フ ル H D 超 高 感 度 ラ イ ブ カ メ ラ で 観 る 中 岳 火 口 の リ ア ル

タ イ ム 映 像 は 迫 力 満 点 ！ 運 が 良 け れ ば 野 生 の 動 物 に も

出 会 え る か も 。 昼 間 と は 一 味 違 う 夜 の 阿 蘇 を 楽 し も う 。

0 9 6 7 - 3 4 - 2 1 1 1 　 　 体 験 時 間 　 約 6 0 分 　 　 阿 蘇 火 山 博 物 館 0 9 6 7 - 3 2 - 3 3 3 0 （ 阿 蘇 温 泉 観 光 旅 館 協 同 組 合 ）

所 要 時 間 　 7 0 分 （ 7 月 ～ 9 月 ）

ナ イ ト ト レ ッ キ ン グ ＞ ＞ ＞

北 外 輪 山 の 草 原 を 夕 暮 れ に 出 発 し 、 立 ち 入 り 制 限 エ リ ア

に 特 別 な 許 可 を と っ て 入 り ま す 。 天 候 が 良 け れ ば 降 り 注

ぐ 星 た ち 、 月 光 で 青 色 に 変 容 す る 草 原 が 見 ら れ る か も ！

0 9 0 - 4 9 9 8 - 4 4 7 2 （ W a k u W a k u O F FI C E あ そ B e 隊 ）

所 要 時 間 　 2 時 間 3 0 分 （ 夏 期 1 8 ：3 0 ～ 2 1 ：0 0 ／ 冬 期 1 7 ：3 0 ～ 2 0 ：0 0 ）

そ の 他 市 内 の

キ ャ ン プ 場 は

こ ち ら を

C H E C K!

阿 蘇
カ ル デ ラ
ツ ア ー

阿 蘇 温 泉 観 光

旅 館 協 同 組 合

に 加  盟 し て い る

宿 泊 施 設 に ご

宿  泊 い た だ い た

方 限 定 の 特 別

な ツ ア  ー ！

0 6 0 7



阿  蘇 の 旅 は 日 が 暮 れ て も お も し ろ い ！ 日 中 の エ ネ ル

ギ ッ シ ュ な 時 間 と は 対 照 的 な 夜 の 静 寂 は と て も 幻 想 的

で す 。 阿 蘇 の 夜 は 美 し く 神 秘 的 。 大 地 の 息 吹 を 感 じ る 、

と っ て お き の 感 動  体 験 が 待 っ て い ま す 。

＞ ＞ ＞  乙  姫  ス  タ  ー  ラ  イ ト ト レ ッ キ  ン  グ
美 し い 夜 空 を 眺 め な が ら 、「 阿 蘇 ハ イ ラ ン ド ゴ ル フ コ ー ス 」 内 を 馬 に 乗 っ

て ト レ ッ キ ン グ す る ア ク テ ィ ビ テ ィ 。 自 然  の 中 で  澄 み わ た る 空  気 を 感 じ な

が ら 特 別 な 非 日 常 体 験 が で き る 。 乗 馬 初 心 者 や 小 学 生( 身 長 制 限 あ り)

で も 参 加 が 可 能 。 温 か い ド リ ン ク サ ー ビ ス も う れ し い ♪

　 0 9 6 7 - 3 2 - 2 3 0 1 （ 阿 蘇 ハ イ ラ ン ド 乗 馬 ク ラ ブ ） 　 　 体 験 所 要 時 間 　 3 0 分

　 阿 蘇 市 乙 姫 2 1 6 7 - 3 ／ 「 熊 本I C 」 か ら 約 6 0 分

阿 蘇 ナ イ ト ビ ュ ー ＆ ス タ ー ウ ォ ッ チ ン グ ＞ ＞ ＞

夜 の 大 観 峰 展 望 所 （ 標 高 9 3 6 ｍ ） の 眼 下 に 広 が

る 2 7 0 k ㎡ の 阿 蘇 谷 の 夜 景 と 上 空 に は 3 6 0 度 の 大

パ ノ ラ マ に 広 が る 満 天 の 星 空 を 眺 め る ツ ア ー 。

キ ャ ン プ レ ジ ャ ー ＞ ＞ ＞

キ ャ ン プ  場  や コ テ  ー  ジ  、 キ ャ ン ピ ン グ  カ  ー  で  の  一  夜  は  格

別 。 阿 蘇 の 中 心 で 特 別 な プ ラ イ べ ー ト 空 間 を 楽 し ん で み

ま せ ん か 。B B Q コ ン ロ 、 シ ャ ワ ー や ト イ レ 設 備 も 充 実 ！

0 8 0 - 8 3 8 6 - 0 3 4 0 （ ア ソ キ ャ ン ） 　 　 阿 蘇 市 黒 川 9 7 8 - 1 9

阿 蘇 火 山 博 物 館 ナ イ ト ミ ュ ー ジ ア ム ＞ ＞ ＞

フ ル H D 超 高 感 度 ラ イ ブ カ メ ラ で 観 る 中 岳 火 口 の リ ア ル

タ イ ム 映 像 は 迫 力 満 点 ！ 運 が 良 け れ ば 野 生 の 動 物 に も

出 会 え る か も 。 昼 間 と は 一 味 違 う 夜 の 阿 蘇 を 楽 し も う 。

0 9 6 7 - 3 4 - 2 1 1 1 　 　 体 験 時 間 　 約 6 0 分 　 　 阿 蘇 火 山 博 物 館 0 9 6 7 - 3 2 - 3 3 3 0 （ 阿 蘇 温 泉 観 光 旅 館 協 同 組 合 ）

所 要 時 間 　 7 0 分 （ 7 月 ～ 9 月 ）

ナ イ ト ト レ ッ キ ン グ ＞ ＞ ＞

北 外 輪 山 の 草 原 を 夕 暮 れ に 出 発 し 、 立 ち 入 り 制 限 エ リ ア

に 特 別 な 許 可 を と っ て 入 り ま す 。 天 候 が 良 け れ ば 降 り 注

ぐ 星 た ち 、 月 光 で 青 色 に 変 容 す る 草 原 が 見 ら れ る か も ！

0 9 0 - 4 9 9 8 - 4 4 7 2 （ W a k u W a k u O F FI C E あ そ B e 隊 ）

所 要 時 間 　 2 時 間 3 0 分 （ 夏 期 1 8 ：3 0 ～ 2 1 ：0 0 ／ 冬 期 1 7 ：3 0 ～ 2 0 ：0 0 ）

そ の 他 市 内 の

キ ャ ン プ 場 は

こ ち ら を

C H E C K!

阿 蘇
カ ル デ ラ
ツ ア ー

阿 蘇 温 泉 観 光

旅 館 協 同 組 合

に 加  盟 し て い る

宿 泊 施 設 に ご

宿  泊 い た だ い た

方 限 定 の 特 別

な ツ ア  ー ！

0 6 0 7



阿 蘇 の 大 自 然 で は そ の 特 有 の 地 形 を 活 か し た 遊 び が 盛 り だ く さ ん ！ だ っ て 、 こ ー ん な に 広 い ん で す ！ や っ て み た い ！

を 叶 え て く れ る ケ タ 違 い の ア ク テ ィ ビ テ ィ 体 験 に ワ ク ワ ク が と ま り ま せ ん ！ 飛 ん で 、 走 っ て 、 ふ れ あ っ て 、 大 人 も 子 ど も

も 夢 中 に な れ る 大 満 足 の ひ と と き は 一 生 の 思 い 出 と し て 心 に 刻 ま れ る で し ょ う 。

パ ラ グ ラ イ ダ  ー  体  験 ＞ ＞ ＞

雄 大 な 阿 蘇 の 景 色 を 鳥 の 目 線 で 見 る こ と

が で き る 感 動 の 空 中 散 歩 ！ 半 日 コ ー ス か

ら 、 初  心  者 や 子 ど も は イ ン ス ト ラ ク タ ー と

安 心 し て 飛 べ る ２ 人 乗 り も 体 験 で き ま す ！

阿 蘇 天 空 の ヨ ガ ＞ ＞ ＞

南 に 阿 蘇 五 岳 、 東 方 に 大 観 峰 を 望 む 絶 景 の

な か で 、 想 い の ま ま に ヨ ガ を 楽 し め る 極 上 の

時 間 。 身 も 心 も デ ト ッ ク ス ！

ラ ぺ リ ン グ ＞ ＞ ＞

大 自 然 の 壁 に 挑 む 「 ラ ぺ リ ン グ 」 。 絶 景 の 中 、

風 を 感 じ な が ら ア ド ベ ン チ ャ ー と 癒 し を 同 時

に 楽 し め る ！ 手 ぶ ら で 参 加 O K!

千  年  の  草  原  ホ  ー ス ト レ ッ キ ン グ ＞ ＞ ＞

千 年 守 り 続 け ら れ て い る 阿 蘇 の 大 草 原 を 馬

に 乗 っ て 駆 け 抜 け る 体 験 。 絶 景 ポ イ ン ト で は

開 放 感 た っ ぷ り の 贅 沢 な 時 間 を ！

ア ド ベ ン チ ャ ー ト ラ ッ ク ＞ ＞ ＞

阿 蘇 の 原 野 の 凸 凹 や 急 な 上 り 下 り を 縦 横 無 尽 に 走 破 す る ス リ ル 満

点 の ア ク テ ィ ビ テ ィ ラ イ ド ！ 高 低 差 1 0 0 ｍ ま で 登 る パ ノ ラ マ コ ー ス で

は ダ イ ナ ミ ッ ク な 景  観 が 楽 し め る ！

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 2 0 分 　 　 3 月 ～ 1 1 月

パ ノ ラ マ サ イ ク ル ＞ ＞ ＞

絶 景 の 中 を 駆 け 抜 け る パ ノ ラ マ サ イ ク リ ン グ ！ 気

軽 に 立 ち 寄 り で き る の は 自 転 車 な ら で は 。 阿 蘇

山 上 か ら 「 下 る 」 だ け の レ ン タ サ イ ク ル プ ラ ン 。

   0 9 6 7 - 3 2 - 0 9 2 8 （ C L A M P ）

   1 0 ：0 0 （ 午 前 の 部 ） 、1 3 ：0 0 （ 午 後 の 部 ）

   阿 蘇 市 内 牧 4 8

阿  蘇  カ ド リ ー ・ ド ミ ニ オ ン ＞ ＞ ＞

世 界 の ク マ や 動 物 と 出 会 え る テ ー マ パ ー ク ！

ア ル パ カ や カ ピ バ ラ と 遊 べ る ゾ ー ン や ア ニ マ

ル シ ョ ー  な ど １ 日 中  楽 し め る ！

熱  気  球 ＞ ＞ ＞

ゴ  ー ッ と い う バ ー ナ ー  音 と 共 に ふ わ っ と 大  地

を 離 れ た ら 約 4 0 ｍ ま で 上 昇 ！ 阿 蘇 の 一 大 パ

ノ ラ マ が 眼 下 に 広 が る 感 動 体 験 。

5 0 を 超 え る 阿 蘇 市

体 験 メ ニ ュ ー は

こ ち ら か ら ！

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 半 日 体 験 コ ー ス … ２ ～ ３ 時 間

ヘ リ コ プ タ ー 遊 覧 飛 行 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 市 の 雄 大 な 自 然 を 空 か ら 体 感 。 米 塚

や 阿 蘇 山 中 岳 火 口 の 噴 煙 付 近 は 迫 力 満

点 ！3 6 0 度 の 大 パ ノ ラ マ を 全 身 で 楽 し め

る 。 事 前 予 約 不 要 ！

0 8 0 - 8 3 9 0 - 4 1 4 3 （ ヘ リ コ プ タ ー 遊 覧 飛 行 ）
※ 当 日 の 天 候 に よ っ て コ ー ス 変 更 や 運 航 中 止 が あ り ま す 。

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

受 付 場 所 ： 阿 蘇 市 黒 川 2 1 6 3 （ 阿 蘇 カ ド
リ ー ・ ド ミ ニ オ ン ：0 9 6 7 - 3 4 - 2 0 2 0 ）

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 約 1 2 0 分 （ 移 動 含 ）

6 月 下 旬 ～ 9 月 末

0 9 6 7 - 3 4 - 2 0 2 0 （ 阿 蘇 カ ド リ ー ・ ド ミ ニ オ ン ）

阿 蘇 市 黒 川 2 1 6 3

0 9 0 - 4 9 9 8 - 4 4 7 2 （ W a k u W a k u O F FI C E あ そ B e 隊 ）

所 要 時 間 　 2 時 間 3 0 分 （ ① 9 ：3 0 ～ 1 1 ：3 0 ／ ②

1 3 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0 ）

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 1 0 ～ 3 0 分

0 9 6 7 - 2 2 - 3 8 6 1 （ エ ル ・ パ テ ィ オ 牧 場 ）

所 要 時 間 　 約 １ 時 間 （ レ ク チ ャ ー 2 0 分 ・ 乗 馬

体 験 4 0 分 ）

は な 阿  蘇  美 ＞ ＞ ＞

西 日 本 最 大 級 の イ ン グ リ ッ シ ュ ロ ー ズ ガ ー

デ ン は 見 ご た え た っ ぷ り ！ 旬 の 季 節 に は い ち

ご  狩  り も  楽  し  め  る ！

0 9 6 7 - 2 3 - 6 2 6 2 （ は な 阿 蘇 美 ）

阿 蘇 市 小 里 7 8 1

0 8 0 9



阿 蘇 の 大 自 然 で は そ の 特 有 の 地 形 を 活 か し た 遊 び が 盛 り だ く さ ん ！ だ っ て 、 こ ー ん な に 広 い ん で す ！ や っ て み た い ！

を 叶 え て く れ る ケ タ 違 い の ア ク テ ィ ビ テ ィ 体 験 に ワ ク ワ ク が と ま り ま せ ん ！ 飛 ん で 、 走 っ て 、 ふ れ あ っ て 、 大 人 も 子 ど も

も 夢 中 に な れ る 大 満 足 の ひ と と き は 一 生 の 思 い 出 と し て 心 に 刻 ま れ る で し ょ う 。

パ ラ グ ラ イ ダ  ー  体  験 ＞ ＞ ＞

雄 大 な 阿 蘇 の 景 色 を 鳥 の 目 線 で 見 る こ と

が で き る 感 動 の 空 中 散 歩 ！ 半 日 コ ー ス か

ら 、 初  心  者 や 子 ど も は イ ン ス ト ラ ク タ ー と

安 心 し て 飛 べ る ２ 人 乗 り も 体 験 で き ま す ！

阿 蘇 天 空 の ヨ ガ ＞ ＞ ＞

南 に 阿 蘇 五 岳 、 東 方 に 大 観 峰 を 望 む 絶 景 の

な か で 、 想 い の ま ま に ヨ ガ を 楽 し め る 極 上 の

時 間 。 身 も 心 も デ ト ッ ク ス ！

ラ ぺ リ ン グ ＞ ＞ ＞

大 自 然 の 壁 に 挑 む 「 ラ ぺ リ ン グ 」 。 絶 景 の 中 、

風 を 感 じ な が ら ア ド ベ ン チ ャ ー と 癒 し を 同 時

に 楽 し め る ！ 手 ぶ ら で 参 加 O K!

千  年  の  草  原  ホ  ー ス ト レ ッ キ ン グ ＞ ＞ ＞

千 年 守 り 続 け ら れ て い る 阿 蘇 の 大 草 原 を 馬

に 乗 っ て 駆 け 抜 け る 体 験 。 絶 景 ポ イ ン ト で は

開 放 感 た っ ぷ り の 贅 沢 な 時 間 を ！

ア ド ベ ン チ ャ ー ト ラ ッ ク ＞ ＞ ＞

阿 蘇 の 原 野 の 凸 凹 や 急 な 上 り 下 り を 縦 横 無 尽 に 走 破 す る ス リ ル 満

点 の ア ク テ ィ ビ テ ィ ラ イ ド ！ 高 低 差 1 0 0 ｍ ま で 登 る パ ノ ラ マ コ ー ス で

は ダ イ ナ ミ ッ ク な 景  観 が 楽 し め る ！

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 2 0 分 　 　 3 月 ～ 1 1 月

パ ノ ラ マ サ イ ク ル ＞ ＞ ＞

絶 景 の 中 を 駆 け 抜 け る パ ノ ラ マ サ イ ク リ ン グ ！ 気

軽 に 立 ち 寄 り で き る の は 自 転 車 な ら で は 。 阿 蘇

山 上 か ら 「 下 る 」 だ け の レ ン タ サ イ ク ル プ ラ ン 。

   0 9 6 7 - 3 2 - 0 9 2 8 （ C L A M P ）

   1 0 ：0 0 （ 午 前 の 部 ） 、1 3 ：0 0 （ 午 後 の 部 ）

   阿 蘇 市 内 牧 4 8

阿  蘇  カ ド リ ー ・ ド ミ ニ オ ン ＞ ＞ ＞

世 界 の ク マ や 動 物 と 出 会 え る テ ー マ パ ー ク ！

ア ル パ カ や カ ピ バ ラ と 遊 べ る ゾ ー ン や ア ニ マ

ル シ ョ ー  な ど １ 日 中  楽 し め る ！

熱  気  球 ＞ ＞ ＞

ゴ  ー ッ と い う バ ー ナ ー  音 と 共 に ふ わ っ と 大  地

を 離 れ た ら 約 4 0 ｍ ま で 上 昇 ！ 阿 蘇 の 一 大 パ

ノ ラ マ が 眼 下 に 広 が る 感 動 体 験 。

5 0 を 超 え る 阿 蘇 市

体 験 メ ニ ュ ー は

こ ち ら か ら ！

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）

所 要 時 間 　 半 日 体 験 コ ー ス … ２ ～ ３ 時 間

ヘ リ コ プ タ ー 遊 覧 飛 行 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 市 の 雄 大 な 自 然 を 空 か ら 体 感 。 米 塚

や 阿 蘇 山 中 岳 火 口 の 噴 煙 付 近 は 迫 力 満

点 ！3 6 0 度 の 大 パ ノ ラ マ を 全 身 で 楽 し め

る 。 事 前 予 約 不 要 ！

0 8 0 - 8 3 9 0 - 4 1 4 3 （ ヘ リ コ プ タ ー 遊 覧 飛 行 ）
※ 当 日 の 天 候 に よ っ て コ ー ス 変 更 や 運 航 中 止 が あ り ま す 。

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

受 付 場 所 ： 阿 蘇 市 黒 川 2 1 6 3 （ 阿 蘇 カ ド
リ ー ・ ド ミ ニ オ ン ：0 9 6 7 - 3 4 - 2 0 2 0 ）

0 9 6 7 - 3 2 - 4 1 9 6 （ 阿 蘇 ネ イ チ ャ ー ラ ン ド ）
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所 要 時 間 　 1 0 ～ 3 0 分

0 9 6 7 - 2 2 - 3 8 6 1 （ エ ル ・ パ テ ィ オ 牧 場 ）

所 要 時 間 　 約 １ 時 間 （ レ ク チ ャ ー 2 0 分 ・ 乗 馬

体 験 4 0 分 ）
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西 日 本 最 大 級 の イ ン グ リ ッ シ ュ ロ ー ズ ガ ー

デ ン は 見 ご た え た っ ぷ り ！ 旬 の 季 節 に は い ち

ご  狩  り も  楽  し  め  る ！

0 9 6 7 - 2 3 - 6 2 6 2 （ は な 阿 蘇 美 ）

阿 蘇 市 小 里 7 8 1

0 8 0 9



巨 大 カ ル デ ラ の 中 に 人 々 が 暮 ら す 世 界 で も 珍 し い 阿 蘇 に は 、 太 古 よ り 火 山

が 信 仰 の 対 象 と な り 神 話 や 伝 説 が 数 多 く 残 り ま す 。 今 も な お 人 々 の 想 い に

よ っ て 脈 々 と 受 継 が れ る 伝 統 と 文 化 。 大 切 に 守 ら れ て き た 歴 史 の 足 跡 。 悠

久 の 時 に 思 い を 馳 せ る 旅 も 、 ま た 格 別 で す 。

国 造 神 社 ＞ ＞ ＞

農 業 ・ 五 穀 豊 穣 の 神 様 と し て 信 仰 さ れ る 。 一 部 が

祀 ら れ た 幹 周 り 約 1 2 m の 「 手 野 の ス ギ 」 は 圧 巻 。

阿 蘇 市 一 の 宮 町 手 野 2 1 1 0

中 江 岩 戸 神 楽 ＞ ＞ ＞

約 2 6 0 年 前 か ら 受 継 が れ 、 中 江 神 楽

殿 で 行 わ れ る 定 期 公 演 は 無 料 で 鑑

賞 で き る 。（ 国 選 択 無 形 民 俗 文 化 財 ）

定 期 公 演

4 月 か ら 1 1 月 （ 1 0 月 を 除 く ）

第 １ 日 曜 日 1 3 時 ～

阿 蘇 市 波 野 大 字 中 江 2 6 0 6 - 1

火  振 り 神  事 ＞ ＞ ＞

五 穀 豊 穣 を 祈 る 田 作 祭 で 火 を つ け た 茅 束 を 振 り 回 し 神 の 結 婚 を 祝 う 儀

式 。 幾 重 に も で き る 火 の 輪 が 美 し く 幻 想 的 。（ 国 指 定 無 形 民 俗 文 化 財 ）

3 月 第 1 卯 の 日 か ら 亥 の 日 の 間 の 申 の 日 　 　 阿 蘇 神 社

二 重 峠 の 石 畳 ＞ ＞ ＞

加 藤 清 正 公 に よ り 整 備 さ れ た 豊 後 街 道 の 一

部 。 国 内 最 長 ク ラ ス の 石 畳 と 絶 景 が 望 め る ！

（ 国 指 定 史 跡 ） 阿 蘇 市 車 帰

的 石 御 茶 屋 跡 ＞ ＞ ＞

参 勤 交 代 の 一 行 が 休 憩 し た 場 所 。 名 水 百 選

の 湧 水 や 紅 葉 が 美 し い 見 事 な 庭 園 は 必 見 。

阿 蘇 市 的 石

御  田  祭 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 神 社 の 神 々 を 神 輿 に 乗 せ 、

白 装 束 の 女 性 を 含 む 総 勢 2 0 0 名

も の 行 列 が 青 田 を 練 り 歩 く 。（ 国

指 定 無 形 民 俗 文 化 財 ）

7 月 2 6 日 　 国 造 神 社

7 月 2 8 日 　 阿 蘇 神 社

水  基  巡 り ＞ ＞ ＞

こ ん こ ん と 湧 き 出 る 豊  か な 水  の  恵 み 。 参  道  近 く

の 仲 町 通 り に は 多 数 の 水 基 （ 水 飲 み 場 ） が あ

り ネ ー ミ ン グ も 特 徴 的 ！ グ ル メ や お 土 産 を 楽

し み に ぶ ら り と 巡 り た い 。

阿 蘇 神 社 横 、 一 の 宮 門 前 商 店 街 内

阿 蘇 神 社 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 を 開 拓 し た 健 磐 龍 命 を は じ め 家 族 神 1 2 神 を 祀 り 、2 0 0 0 年 以 上

の 歴 史 を 有 す る 古 社 。 全 国 約 5 0 0 社 あ る 阿 蘇 神 社 の 総 本 社 。 平 成 2 8

年 熊 本 地 震 に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け 現 在 も 復 旧 工 事 を 進 め て い る 。

（ 国 指 定 重 要 文 化 財 ・ 日 本 三 大 楼 門 ）

阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 3 0 8 3 - 1

震 災 直 後 の 写 真

阿
蘇
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社

参
道 「
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波
屋

」 で
購 入 で き ま す 。
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先 人 か ら 受 継 が れ た ソ ウ ル フ ー ド 、 大

地 の 恵 み が た っ ぷ り の 豊 か な 食 で 阿

蘇  の  旅  を  満  喫  す  べ  し ！ 思  わ  ず  う  な  る  至

極  の  逸  品  を  味  わ  い  尽  く そ  う ！

あ そ 路

元 祖 た か な め し
レ ス ト ラ ン 北 山

昭 和 4 3 年 開 店 以 来 、 代 々 受 け 継 が

れ た 「 た か な め し 」 は 一 番 人 気 ！ 郷

土 料 理 が 存 分 に 味 わ え る 有 名 店 。

0 9 6 7 - 3 5 - 0 9 2 4 　 　 阿 蘇 市 的 石 1 4 7 6 - 1

あ か 牛 を た っ ぷ り の せ た 大 人 気 メ

ニ ュ ー 「 倍 喰 （ バ イ ク ） 丼 」 。 絶 景 で の

食 事 は 阿 蘇 冥 利 に つ き る ！

0 9 6 7 - 3 2 - 2 1 1 2 　 　 阿 蘇 市 西 湯 浦 1 4 5 2

も ち と こ

自 家 製 の お 餅 を 使 っ た ス イ ー ツ が 絶 品 。

旬 の 野 菜 を た っ ぷ り 使 っ た ラ ン チ も 人 気

で 子 供 連 れ で も 安 心 し て 楽 し め る 。

0 9 0 - 1 9 2 7 - 7 0 4 7 　 　 阿 蘇 市 西 町 8 8 5

昭 和 3 0 年 創 業 の お 肉 屋 さ ん 。 一 番 人

気 の 「 馬 ロ ッ ケ 」 や 「 畑 の メ ン チ カ ツ 」 は

揚  げ  た て サ ク サ ク ！ イ ー ト イ ン O K ！ 

0 9 6 7 - 2 2 - 0 3 5 7 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 3 0 9 2 - 2

あ か 牛 と 定 食 が メ イ ン の お 食 事 処 。 あ

か 牛 の 「 カ ル デ ラ プ レ ー ト 」 は ま る で 阿

蘇 山! ? 大 満 足 の ボ リ ュ ー ム ！

0 9 6 7 - 2 2 - 1 1 8 8 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 2 3 1 1 - 5

M A T S U
ま か な い 家

阿 蘇 と り 宮

食 肉 コ ン テ ス ト で 金 賞 受 賞 の ソ ー セ ー

ジ  を  使  用  し  た  こ  だ  わ  り の  ホ  ッ ト ド ッ ク  は

絶 品 ！ 田 園 の お 洒 落 カ フ ェ 。

0 9 6 7 - 2 2 - 1 8 9 4 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 中 通 6 4 0 - 1 0 9 6 7 - 2 3 - 6 2 6 2 　 　 阿 蘇 市 小 里 7 8 1

「 は な 阿 蘇 美 」 内 に 、 阿 部 牧 場 の A S O MI L K

を 思 う 存 分 楽 し め る カ フ ェ が 誕 生 。 焼 き た

て  の  バ  ー  ム  ク  ー  ヘ  ン  を ご  堪  能  あ  れ ！

ス パ イ ス の 効 い た ス テ ー キ を の せ た 「 あ

か 牛 ガ ー リ ッ ク ラ イ ス 」 は ボ リ ュ ー ム 満

点 ！ 岩  塩 と ワ サ ビ 添 え も う れ し い ♪ 

0 7 0 - 5 4 1 0 - 0 5 4 6 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 1 8 7 0 - 1

鉄 板 焼 ま ー ぼ ー
赤 牛 専 門 店

ヒ バ リ カ フ ェ
ひ ば り 工 房

こ と の 葉
た の や

お し ま 屋

K A G U カ フ ェ

ソ フ ト ク リ ー ム が 大 人 気 の モ ダ

ン 喫 茶 。「 阿 蘇 ジ ャ ー ジ ー 牛 乳

ソ フ ト ク リ ー ム 」 は 絶 品 ！

0 9 6 7 - 2 2 - 6 8 5 5

阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 1 8 6 3 - 6

食 べ 歩 き 人 気 の 「 た の シ ュ ー 」

は  ク リ ー  ム と ア  ー  モ ン ド の  食  感

が G O O D ！ イ ー ト イ ン も O K ！

0 9 6 7 - 2 2 - 0 2 5 5

阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 3 0 9 4

天 使 の パ ン 、 悪 魔 の パ ン で 話 題

の お 野 菜 カ フ ェ 。 色 と り ど り の

ス ム ー ジ ー も 人 気 。

0 9 6 7 - 3 2 - 0 0 4 1

阿 蘇 市 内 牧 3 6 5

新 鮮 な 素 材 の 味 が 楽 し め る

ジ ェ ラ ー ト は コ ク 、 風 味 、 な め ら

か さ 共 に 最 高 級 ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 1 5 3

阿 蘇 市 内 牧 2 2 4

お 菓 子 工 房

MI Y U KI
パ テ ィ ス リ ー ・ ド ・ ア ソ

M A R U G O

D O N U T S

目 移 り す る ほ ど 可 愛 ら し く 地 元

「 木 村 豆 腐 店 」 の お か ら を 使 っ

た ド ー ナ ツ は ふ わ っ ふ わ ♪

0 9 6 7 - 2 4 - 6 6 6 0

阿 蘇 市 黒 川 1 4 1 5 - 5

阿 蘇 神 社 境 内 に あ る 縁 結 び の

松 に ち な ん だ 「 阿 蘇 縁 結 び 最

中 」 。 縁 が あ り ま す よ う に ♪

0 9 6 7 - 2 2 - 0 1 1 1

阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 1 5 4 - 3

阿 蘇 向 栄 堂
和 菓 子

阿 蘇 の お い し い 食 事 を お 持 ち 帰 り ♪ 手 軽

に  ネ ッ ト  予  約  し  て ド ラ  イ ブ  ス  ル  ー  で  き ま

す 。 大 自 然 で ラ ン チ し た い 方 に は オ ス ス メ

の 休 憩 ス ポ ッ ト も ご 紹 介 ！

A S O MI L K

F A C T O R Y

（ は な 阿 蘇 美 ）

1 2 1 3
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「 は な 阿 蘇 美 」 内 に 、 阿 部 牧 場 の A S O MI L K
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A S O MI L K

F A C T O R Y

（ は な 阿 蘇 美 ）
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子 ど も た ち が 安  心 し て 食 べ ら れ る も

の を 追 求 し 、 季 節 の 野 菜 や 果 物 を 厳

格  に  選  ん  で  つ く ら  れ  た  愛  情  た  っ  ぷ  り

天 然 ア イ ス は 種 類 も 豊 富 ♪

連 れ て 帰 り た く な る 美 味 し さ 。 大 切 な 人 を 想 い な が ら 選 ぶ 楽 し さ 。

素  材 に こ だ わ り ぬ い た 、 も ら っ て 嬉 し い 注 目 の 逸  品 が ズ ラ リ ！

寄 り 道 ス ポ ッ ト N o. １ ！ 阿 蘇 の お 土 産 は も ち ろ ん 、 季 節 の 新 鮮 野 菜 や 果 物 、 特 産 品 が 目 白 押 し 。 阿 蘇 の 情 報 は 道 の 駅 で も 発 信 中 ！

正 面 に 阿 蘇 五 岳 を 望 む ロ ケ ー

シ ョ ン 。 阿 蘇 の“ 美 味 し い” が 一

堂 に 集 ま る ！ 観 光 案 内 窓 口 あ

り 、 イ ベ ン ト も 随 時 開 催 。

「 そ ば 」 と 「 神 楽 の 里 」 で 有 名 な

波 野 。 そ ば メ ニ ュ ー 豊 富 な 食

事 処 や 手 打 体 験 も で き る 。 神

楽  苑 も 訪 れ て み た い 。

0 9 6 7 - 3 5 - 5 0 8 8 0 9 6 7 - 2 4 - 2 3 3 1

食  の ミ シ ュ ラ ン で  三  ツ  星  を 受  賞 し た

阿 部 牧 場 の A S O MI L K は 良 質 で 自

然  な  甘  さ ！ 飲  む  ヨ  ー  グ  ル  ト  や  コ  ラ  ボ

ス イ ー  ツ も リ ピ  ー ト  続  出 ♪

熟 練 の ス タ ッ フ が 厳 選 さ れ た ト マ ト

を 4 時 間 以 上 煮 込 ん で 旨 味 を 凝 縮

し 、 た ま ね ぎ や 秘 伝 の ス パ イ ス を 混

ぜ  て で き た  最  高  の  ケ チ ャ ッ プ ！

阿 蘇 市 の ソ ー セ ー ジ や ハ ム 製 品 は 、

肉 の う ま み と 食 感 を 引 き 出 す た め 、 手

間 ひ ま か け た 誠 実 な 品 々 。 贈 り 物 に

喜  ば  れ  る こ と  間  違  い  な  し ！

ご  飯  に  混  ぜ  や す い よ う 細  か く 刻  ん

だ 、 や わ ら か く 風 味 豊 か な 阿 蘇 高

菜 漬 け 。 ピ リ ッ と し た 食 感 で 、 阿 蘇

を 代 表 す る 郷 土 料 理 。

黒 糖 入 り の モ チ モ チ と し た 生 地 で 、

上  品 な 甘 さ の 白 餡 と ゆ ず ジ ャ ム 入

り 。 全 国 菓 子 大 博 覧 会 に お い て 最

高 賞 の 「 名 誉 総 裁 賞 」 を 受 賞 。

有 機 農 法 に よ る 安 心 安 全 の 米 作 り

か ら は じ ま り 、 一 つ 一 つ の 工 程 を 丁

寧 に 作 り あ げ ら れ た 、 他 に な い 米 焼

酎 。 阿 蘇 の み で 限 定 販 売 中 ！

県 内 一 の キ ャ ベ ツ 産 地 、 波 野 で と

れ た キ ャ ベ ツ を ふ ん だ ん に 使 用 。 冷

奴  や ペ ペ ロ ン チ  ー ノ の  味  付  け に も

最 高 ！ 道 の 駅 波 野 で 販 売 中 。

道 の 駅 阿 蘇 の 人 気 商 品 「 パ ネ ト ー

ネ 」 は イ タ リ ア 伝 統 菓 子 。 天 然 酵 母

は 阿 部 牧 場 の A S O MI L K を 乳 酸 発

酵 し 、 波 野 地 区 の 卵 を 使 用 ！

阿 蘇 神 社 に 伝 わ る 宝 刀 の 名 前 で あ

る 「 蛍 丸 」 か ら 名 付 け ら れ た マ ス

カ ッ ト 味 の サ イ ダ ー 。 売 上 の 一 部 は

阿 蘇 神 社 復 興 に 寄 贈 さ れ て い る 。

阿 蘇 の 逸 品 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ

A S O M O
道 の 駅  阿 蘇
ネ ッ ト シ ョ ッ プ

思  い  出  の  あ  の  品  も  お  手  元  に  届  き ま  す ！
阿 蘇 市 黒 川 1 4 4 0 - 1 阿 蘇 市 波 野 大 字 小 地 野 1 6 0 2

※ 商 品 は 時 期 に よ っ て 取 り 扱 い が な い も の が あ り ま す 。
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阿 蘇 は 美 人 の 湯 と し て 知 ら れ る 温 泉 郷 。1 0 0 本 以 上 の 源 泉 か ら 湧 き 出 る 豊 富

な 湯 量 は 火 山 が も た ら し た 恩 恵 で す 。 四 季 の 移 ろ い を 感 じ な が ら 壮 大 な 絶 景

を 前 に ゆ っ た り と 息 を つ く 。 最 高 の 開 放 感 は 旅 の 疲 れ を 癒 す 極 上 の ひ と と き 。

　  阿  蘇 プ ラ ザ  ホ テ ル ＞ ＞ ＞

趣 の 異 な る ３ つ の 大 浴 場 で は 絶 景 が 広 が

り 、 旅 の 疲 れ を 癒 し て く れ る 。 阿 蘇 の 風 土 が

生  ん だ  食  材  に よ る 季  節  の  膳 と 心  の こ も っ た

上  質  な お も て な し 。

0 9 6 7 - 3 2 - 0 7 1 1 　 　 阿 蘇 市 内 牧 温 泉 1 2 8 7

　 阿 蘇 ホ テ ル １ 番 館 ・ ２ 番 館 ＞ ＞ ＞

「 食 」 を 重 視 し た 旅 館 ス タ イ ル 「 一 番 館 和 田 屋 」 と 、「 湯 治 」 を 楽 し

む ホ テ ル タ イ プ 「 二 番 館 長 崎 屋 」 で 、 好 み の 客 室 を 選 べ て 楽 し め

る 。 バ リ ア フ リ ー 対 応 客 室 も 有 り ◎ 珍 し い 飲 め る 温 泉 も 魅 力 的 ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 0 0 8 　 阿 蘇 市 内 牧 9 9

　 　 旅 の 宿 阿 蘇 乃 湯 ＞ ＞ ＞

総  桧  造 り の  館  内  は  木  の  温 も り に  包 ま れ た ノ ス タ ル ジ ッ ク な  和  み の

空 間 。 地 元 フ ァ ン も 多 い 源 泉 か け 流 し の 天 然 温 泉 。 男 湯 露 天 風

呂 か ら は 、 阿  蘇 の 美 し い 山 々 が 楽 し め る 。

0 9 6 7 - 3 2 - 1 5 2 1 　 阿 蘇 市 小 里 6 　 　 大 人 5 0 0 円 ・ 子 ど も 4 0 0 円 （ ４ 歳 ～ 小 学 生 ）

　 阿 蘇 乃 や ま ぼ う し ＞ ＞ ＞

大 観 峰 の 麓 に ひ っ そ り と 佇 む 古 民 家 を 再 生 し た 宿 。 お 部 屋 は 随

所 に 志 向 を こ ら し た 贅 沢 な プ ラ イ ベ ー ト 空 間 ！ 囲 炉 裏 端 で 愉 し

む 、 あ か 牛 や 地 鶏 の 炭 火 焼 や 田 楽 な ど が 堪 能 で き る 。

0 9 6 7 - 2 4 - 6 7 0 7 　 阿 蘇 市 湯 浦 7 1 8 - 1

　 　 湯 の 宿 入 船 ＞ ＞ ＞

自 家 農 園 で 採 れ た 旬 の 食 材 を ふ ん だ ん に 使 っ た 創 作 料 理 や 2 つ

の 泉 質 を 楽 し め る デ ザ イ ナ ー ズ 露 天 風 呂 な ど 楽 し め 、 ゆ っ く り と

時 を 刻 み 心 身 共 に リ ラ ッ ク ス 。 選 べ る 浴 衣 も う れ し い ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 7 8 1 　 阿 蘇 市 小 里 8 3 4 - 2 　 　 大 人 5 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ ３ 歳 ～ 小 学 生 ）

   ア ゼ リ ア 2 1 ＞ ＞ ＞

天 然 温 泉 長 者 乃 湯 （ ジ ェ ッ ト ・ 気 泡 湯 ）

で ゆ っ く り お 湯 に つ か っ た あ と は 、 休 憩 室

で の ん び り で き る 。ト レ ー ニ ン グ ル ー ム も

あ り 健 康 づ く り に 特 化 。

0 9 6 7 - 2 2 - 5 3 1 1 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 5 8 1 2

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ 市 内 在 住 者 は 別 料 金 ）

宝  湯 ＞ ＞ ＞

割 烹 料 理 屋 「 が ね 政 」 に 併 設 さ れ た 共 同

温 泉 。 ア メ ニ テ ィ グ ッ ズ 、 タ オ ル も 無 料 貸

出 し で 気 軽 に 手 ぶ ら で 立 ち 寄 り ！ 露 天 風

呂 は 緑 に 囲 ま れ た 庭 園 風 の 造 り で 心 地

の よ い 時  間 を 過 ご せ る 。

0 9 6 7 - 3 2 - 1 5 6 3 　 阿 蘇 市 内 牧 1 8 6 - 1

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ ３ 歳 ～ 小 学 生 ）

大  阿  蘇 ＞ ＞ ＞

硫 黄 の 匂 い が 漂 う 源 泉 か け 流 し の 良 質

な 温 泉 は 、 地 元 の 人 に も 親 し ま れ リ ー ズ

ナ ブ ル な 立 ち 寄 り 湯 と し て 人 気 ！ 気 軽 に

泊 ま れ る 家 庭 的 な 雰 囲 気 の 民 宿 。 大 き

な  看  板  が  目  印 ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 1 5 7 　 阿 蘇 市 内 牧 1 3 5

大 人 2 0 0 円 ・ 子 ど も 1 0 0 円

阿 蘇 坊 中 温 泉 夢 の 湯 ＞ ＞ ＞

地 域 の 町 並 み や 歴 史 性 に 配 慮 し た 、 民

家 風 の 素 朴 な 温 泉 館 。 目 の 前 に 天 神 山

が そ び え 、 自 然 の 木 々 が お 出 迎 え 。 打 た せ

湯 、 サ ウ ナ 、 水 風 呂 な ど を 完 備 し て い る 。

0 9 6 7 - 3 5 - 5 7 7 7 （ 大 浴 場 ） ／ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 0 2 1 （ 家 族 湯 ）

阿 蘇 市 黒 川 1 5 3 8 - 3

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ 小 学 生 ）

阿 蘇 の 司 ビ ラ パ ー ク ホ テ ル ＆
ス パ リ ゾ  ー ト ＞ ＞ ＞

阿 蘇 五 岳 が 望 め る 露 天 風 呂 な ど 様 々 な

温 泉 が 楽 し め る 他 、 室 内 ス パ で は 寝 湯 、

回  流 バ ス 、 子 ど も 風 呂 、 サ ウ ナ と い っ た ア

ク ア 施 設 が 充 実 し て い る 。

0 9 6 7 - 3 4 - 0 8 1 1 　 阿 蘇 市 黒 川 1 2 3 0

大 人 7 0 0 円 ・ 子 ど も 3 5 0 円 （ ３ 歳 以 上 ）

温  泉  セ ン タ ー 温 泉 旅 館 ペ ン シ ョ ン 民 宿

立 ち 寄 り 湯

宿  泊  で き る 宿

立 ち 寄 り 湯 料 金

ウ ィ ン デ ィ ア ン ブ レ ラ ＞ ＞ ＞

元  シ ェ フ で あ る オ  ー  ナ  ー  が  腕  を ふ る う 旬

の  食  材 と ハ  ー  ブ  を  使  っ た カ ラ ダ  に  や さ し

い 創 作 フ レ ン チ や 自 家 製 の 焼 き た て パ ン

な ど を 堪  能 で き る 。 美  食 を 楽 し む 旅 に も

オ ス ス メ の  ペ ン シ ョ ン  。

　 0 9 6 7 - 3 2 - 3 9 5 1 　 阿 蘇 市 乙 姫 2 1 3 2

1 6 1 7



阿 蘇 は 美 人 の 湯 と し て 知 ら れ る 温 泉 郷 。1 0 0 本 以 上 の 源 泉 か ら 湧 き 出 る 豊 富

な 湯 量 は 火 山 が も た ら し た 恩 恵 で す 。 四 季 の 移 ろ い を 感 じ な が ら 壮 大 な 絶 景

を 前 に ゆ っ た り と 息 を つ く 。 最 高 の 開 放 感 は 旅 の 疲 れ を 癒 す 極 上 の ひ と と き 。

　  阿  蘇 プ ラ ザ  ホ テ ル ＞ ＞ ＞

趣 の 異 な る ３ つ の 大 浴 場 で は 絶 景 が 広 が

り 、 旅 の 疲 れ を 癒 し て く れ る 。 阿 蘇 の 風 土 が

生  ん だ  食  材  に よ る 季  節  の  膳 と 心  の こ も っ た

上  質  な お も て な し 。

0 9 6 7 - 3 2 - 0 7 1 1 　 　 阿 蘇 市 内 牧 温 泉 1 2 8 7

　 阿 蘇 ホ テ ル １ 番 館 ・ ２ 番 館 ＞ ＞ ＞

「 食 」 を 重 視 し た 旅 館 ス タ イ ル 「 一 番 館 和 田 屋 」 と 、「 湯 治 」 を 楽 し

む ホ テ ル タ イ プ 「 二 番 館 長 崎 屋 」 で 、 好 み の 客 室 を 選 べ て 楽 し め

る 。 バ リ ア フ リ ー 対 応 客 室 も 有 り ◎ 珍 し い 飲 め る 温 泉 も 魅 力 的 ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 0 0 8 　 阿 蘇 市 内 牧 9 9

　 　 旅 の 宿 阿 蘇 乃 湯 ＞ ＞ ＞

総  桧  造 り の  館  内  は  木  の  温 も り に  包 ま れ た ノ ス タ ル ジ ッ ク な  和  み の

空 間 。 地 元 フ ァ ン も 多 い 源 泉 か け 流 し の 天 然 温 泉 。 男 湯 露 天 風

呂 か ら は 、 阿  蘇 の 美 し い 山 々 が 楽 し め る 。

0 9 6 7 - 3 2 - 1 5 2 1 　 阿 蘇 市 小 里 6 　 　 大 人 5 0 0 円 ・ 子 ど も 4 0 0 円 （ ４ 歳 ～ 小 学 生 ）

　 阿 蘇 乃 や ま ぼ う し ＞ ＞ ＞

大 観 峰 の 麓 に ひ っ そ り と 佇 む 古 民 家 を 再 生 し た 宿 。 お 部 屋 は 随

所 に 志 向 を こ ら し た 贅 沢 な プ ラ イ ベ ー ト 空 間 ！ 囲 炉 裏 端 で 愉 し

む 、 あ か 牛 や 地 鶏 の 炭 火 焼 や 田 楽 な ど が 堪 能 で き る 。

0 9 6 7 - 2 4 - 6 7 0 7 　 阿 蘇 市 湯 浦 7 1 8 - 1

　 　 湯 の 宿 入 船 ＞ ＞ ＞

自 家 農 園 で 採 れ た 旬 の 食 材 を ふ ん だ ん に 使 っ た 創 作 料 理 や 2 つ

の 泉 質 を 楽 し め る デ ザ イ ナ ー ズ 露 天 風 呂 な ど 楽 し め 、 ゆ っ く り と

時 を 刻 み 心 身 共 に リ ラ ッ ク ス 。 選 べ る 浴 衣 も う れ し い ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 7 8 1 　 阿 蘇 市 小 里 8 3 4 - 2 　 　 大 人 5 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ ３ 歳 ～ 小 学 生 ）

   ア ゼ リ ア 2 1 ＞ ＞ ＞

天 然 温 泉 長 者 乃 湯 （ ジ ェ ッ ト ・ 気 泡 湯 ）

で ゆ っ く り お 湯 に つ か っ た あ と は 、 休 憩 室

で の ん び り で き る 。ト レ ー ニ ン グ ル ー ム も

あ り 健 康 づ く り に 特 化 。

0 9 6 7 - 2 2 - 5 3 1 1 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 5 8 1 2

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ 市 内 在 住 者 は 別 料 金 ）

宝  湯 ＞ ＞ ＞

割 烹 料 理 屋 「 が ね 政 」 に 併 設 さ れ た 共 同

温 泉 。 ア メ ニ テ ィ グ ッ ズ 、 タ オ ル も 無 料 貸

出 し で 気 軽 に 手 ぶ ら で 立 ち 寄 り ！ 露 天 風

呂 は 緑 に 囲 ま れ た 庭 園 風 の 造 り で 心 地

の よ い 時  間 を 過 ご せ る 。

0 9 6 7 - 3 2 - 1 5 6 3 　 阿 蘇 市 内 牧 1 8 6 - 1

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ ３ 歳 ～ 小 学 生 ）

大  阿  蘇 ＞ ＞ ＞

硫 黄 の 匂 い が 漂 う 源 泉 か け 流 し の 良 質

な 温 泉 は 、 地 元 の 人 に も 親 し ま れ リ ー ズ

ナ ブ ル な 立 ち 寄 り 湯 と し て 人 気 ！ 気 軽 に

泊 ま れ る 家 庭 的 な 雰 囲 気 の 民 宿 。 大 き

な  看  板  が  目  印 ！

0 9 6 7 - 3 2 - 0 1 5 7 　 阿 蘇 市 内 牧 1 3 5

大 人 2 0 0 円 ・ 子 ど も 1 0 0 円

阿 蘇 坊 中 温 泉 夢 の 湯 ＞ ＞ ＞

地 域 の 町 並 み や 歴 史 性 に 配 慮 し た 、 民

家 風 の 素 朴 な 温 泉 館 。 目 の 前 に 天 神 山

が そ び え 、 自 然 の 木 々 が お 出 迎 え 。 打 た せ

湯 、 サ ウ ナ 、 水 風 呂 な ど を 完 備 し て い る 。

0 9 6 7 - 3 5 - 5 7 7 7 （ 大 浴 場 ） ／ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 0 2 1 （ 家 族 湯 ）

阿 蘇 市 黒 川 1 5 3 8 - 3

大 人 4 0 0 円 ・ 子 ど も 2 0 0 円 （ 小 学 生 ）

阿 蘇 の 司 ビ ラ パ ー ク ホ テ ル ＆
ス パ リ ゾ  ー ト ＞ ＞ ＞

阿 蘇 五 岳 が 望 め る 露 天 風 呂 な ど 様 々 な

温 泉 が 楽 し め る 他 、 室 内 ス パ で は 寝 湯 、

回  流 バ ス 、 子 ど も 風 呂 、 サ ウ ナ と い っ た ア

ク ア 施 設 が 充 実 し て い る 。

0 9 6 7 - 3 4 - 0 8 1 1 　 阿 蘇 市 黒 川 1 2 3 0

大 人 7 0 0 円 ・ 子 ど も 3 5 0 円 （ ３ 歳 以 上 ）

温  泉  セ ン タ ー 温 泉 旅 館 ペ ン シ ョ ン 民 宿

立 ち 寄 り 湯

宿  泊  で き る 宿

立 ち 寄 り 湯 料 金

ウ ィ ン デ ィ ア ン ブ レ ラ ＞ ＞ ＞

元  シ ェ フ で あ る オ  ー  ナ  ー  が  腕  を ふ る う 旬

の  食  材 と ハ  ー  ブ  を  使  っ た カ ラ ダ  に  や さ し

い 創 作 フ レ ン チ や 自 家 製 の 焼 き た て パ ン

な ど を 堪  能 で き る 。 美  食 を 楽 し む 旅 に も

オ ス ス メ の  ペ ン シ ョ ン  。

　 0 9 6 7 - 3 2 - 3 9 5 1 　 阿 蘇 市 乙 姫 2 1 3 2

1 6 1 7



豊 肥 本 線

2 0 1 6 年 の 熊 本 地 震 で 寸 断 さ れ て い た 主 要 ア ク セ ス が

復 旧 ・ 復 興 さ れ ま し た 。 ま す ま す 身 近 に な っ た 阿 蘇 へ G O ！

車 が な く て も 阿 蘇 に 行 け る ！

公 共 交 通 機 関 マ ッ プ

列 車 で

飛 行 機 で

車 で

高 速 バ ス で

■ 東 京 （ 羽 田 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 4 5 分

■ 東 京 （ 成 田 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 4 5 分

■ 名 古 屋 （ 小 牧 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 2 5 分

■ 名 古 屋 （ 中 部 国 際 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 2 5 分

■ 大 阪 （ 伊 丹 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 5 分

■ 大 阪 （ 関 西 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 5 分

甚 大 な 被 害 を 受 け 不 通 と な っ て い た 豊 肥 本 線 が 2 0 2 0 年 全 線

再 開 さ れ 、 人 気 の 観 光 列 車 「 あ そ ぼ ー い ！ 」 や 「 九 州 横 断 特 急 」

も 運 行 開 始 ！ 待 ち に 待 っ た 多 く の フ ァ ン が 列 車 旅 を 満 喫 中 ！

寸 断 さ れ て い た 絶 景 ロ ー ド （ 国 道 5 7 号 現 道 ） も 走 り や す く な っ て 復 活 ！ 更

に は 自 動 車 専 用 の 北 側 復 旧 道 路 が 新 設 さ れ た こ と で 、 道 の 駅 大 津 か ら 阿

蘇 市 赤 水 ま で 1 0 分 で 行 け る よ う に ！

■ 大 分 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 ２ 時 間 半

■ 熊 本 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 １ 時 間 半

【 問 い 合 わ せ 】

J R 九 州 　 阿 蘇 駅 　 T E L 0 9 6 7 - 3 4 - 0 1 0 1

■ 熊 本I C か ら 国 道 5 7 号 で 約 １ 時 間

■ 日 田I C か ら 国 道 2 1 2 号 で 約 １ 時 間 半

■ 熊 本 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 ２ 時 間

※ 九 州 横 断 バ ス は 予 約 制 、 特 急 バ ス や ま び こ 号 は 、

　 一 部 予 約 制( 立 ち 乗 り 不 可) で す 。

■ 産  交  バ  ス  　  ポ  ー  タ  ル  サ  イ ト

htt p s: / / w w w. k y u s a n k o. c o.j p / s a n k o b u s /

【 問 い 合 わ せ 】

九 州 産 交 バ ス 　 阿 蘇 営 業 所 　 T E L 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

● 九 州 横 断 バ ス 　 熊 本 高 速 バ ス 予 約 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 6 - 3 5 4 - 4 8 4 5

● 特  急 バ ス や ま び こ 号 　 熊 本 高 速 バ ス 予 約 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 6 - 3 5 4 - 4 8 4 5

● 空  港 ラ イ ナ ー 　 大 阿 蘇 大 津 タ ク シ ー 　 ☎ 0 9 6 - 2 9 3 - 3 3 5 5

● 阿 蘇 市 内 環 状 路 線 バ ス 　 産 交 バ ス 阿 蘇 営 業 所 　 ☎ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

● 阿 蘇 火 口 線 バ ス 　 産 交 バ ス 阿 蘇 営 業 所 　 ☎ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

博 多 駅

熊 本 駅 肥 後 大 津 駅

阿 蘇 く ま も と 空 港

阿 蘇 駅 宮 地 駅

阿 蘇 神 社内 牧 温 泉

阿 蘇 山 上

大 分 駅

鹿 児 島 中 央 駅

黒 川 温 泉 ・ 湯 布 院 ・ 別 府 方 面

九 州 新 幹 線 鹿 児 島 本 線

豊 肥 本 線
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夢 の 湯. P 1 6

ア ゼ リ ア 2 1. P 1 6

道 の 駅 波 野
神 楽 苑. P 1 4

▲ 杵 島 岳
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▲ 根 子 岳

有 料 道 路

烏 帽 子 岳 ▲

砂 千 里 ヶ 浜. P 4

● 古 閑 の 滝

● ス ズ ラ ン 自  生  地

仙 酔 峡. P 4

と

国 道 5 7 号 新 ル ー ト

と
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内 牧 エ リ ア

一 の 宮 エ リ ア

宮 地 駅

阿 蘇 市 役 所向 栄 堂. P 1 3

た の や. P 1 2

鉄 板 焼 ま ー ぼ ー. P 1 3

ま か な い 家
M A T S U. P 1 2

阿 蘇
神 社. P 1 0

こ と の 葉. P 1 2

阿 蘇 と り 宮. P 1 2

1 1 0

1 1

5 7

水 基 巡 り

阿  蘇 や ま な み 病  院

小 中 学 校

P

フ ァ ミ リ  ー  マ  ー ト

入 船. P 1 7 C L A M P. P 8

は な 阿 蘇 美. P 9
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豊 肥 本 線

2 0 1 6 年 の 熊 本 地 震 で 寸 断 さ れ て い た 主 要 ア ク セ ス が

復 旧 ・ 復 興 さ れ ま し た 。 ま す ま す 身 近 に な っ た 阿 蘇 へ G O ！

車 が な く て も 阿 蘇 に 行 け る ！

公 共 交 通 機 関 マ ッ プ

列 車 で

飛 行 機 で

車 で

高 速 バ ス で

■ 東 京 （ 羽 田 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 4 5 分

■ 東 京 （ 成 田 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 4 5 分

■ 名 古 屋 （ 小 牧 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 2 5 分

■ 名 古 屋 （ 中 部 国 際 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 2 5 分

■ 大 阪 （ 伊 丹 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 5 分

■ 大 阪 （ 関 西 ） ～ 阿 蘇 く ま も と 空 港 １ 時 間 5 分

甚 大 な 被 害 を 受 け 不 通 と な っ て い た 豊 肥 本 線 が 2 0 2 0 年 全 線

再 開 さ れ 、 人 気 の 観 光 列 車 「 あ そ ぼ ー い ！ 」 や 「 九 州 横 断 特 急 」

も 運 行 開 始 ！ 待 ち に 待 っ た 多 く の フ ァ ン が 列 車 旅 を 満 喫 中 ！

寸 断 さ れ て い た 絶 景 ロ ー ド （ 国 道 5 7 号 現 道 ） も 走 り や す く な っ て 復 活 ！ 更

に は 自 動 車 専 用 の 北 側 復 旧 道 路 が 新 設 さ れ た こ と で 、 道 の 駅 大 津 か ら 阿

蘇 市 赤 水 ま で 1 0 分 で 行 け る よ う に ！

■ 大 分 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 ２ 時 間 半

■ 熊 本 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 １ 時 間 半

【 問 い 合 わ せ 】

J R 九 州 　 阿 蘇 駅 　 T E L 0 9 6 7 - 3 4 - 0 1 0 1

■ 熊 本I C か ら 国 道 5 7 号 で 約 １ 時 間

■ 日 田I C か ら 国 道 2 1 2 号 で 約 １ 時 間 半

■ 熊 本 駅 ～ 阿 蘇 駅 　 約 ２ 時 間

※ 九 州 横 断 バ ス は 予 約 制 、 特 急 バ ス や ま び こ 号 は 、

　 一 部 予 約 制( 立 ち 乗 り 不 可) で す 。

■ 産  交  バ  ス  　  ポ  ー  タ  ル  サ  イ ト

htt p s: / / w w w. k y u s a n k o. c o.j p / s a n k o b u s /

【 問 い 合 わ せ 】

九 州 産 交 バ ス 　 阿 蘇 営 業 所 　 T E L 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

● 九 州 横 断 バ ス 　 熊 本 高 速 バ ス 予 約 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 6 - 3 5 4 - 4 8 4 5

● 特  急 バ ス や ま び こ 号 　 熊 本 高 速 バ ス 予 約 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 6 - 3 5 4 - 4 8 4 5

● 空  港 ラ イ ナ ー 　 大 阿 蘇 大 津 タ ク シ ー 　 ☎ 0 9 6 - 2 9 3 - 3 3 5 5

● 阿 蘇 市 内 環 状 路 線 バ ス 　 産 交 バ ス 阿 蘇 営 業 所 　 ☎ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

● 阿 蘇 火 口 線 バ ス 　 産 交 バ ス 阿 蘇 営 業 所 　 ☎ 0 9 6 7 - 3 4 - 0 2 1 1

博 多 駅

熊 本 駅 肥 後 大 津 駅

阿 蘇 く ま も と 空 港

阿 蘇 駅 宮 地 駅

阿 蘇 神 社内 牧 温 泉

阿 蘇 山 上

大 分 駅

鹿 児 島 中 央 駅

黒 川 温 泉 ・ 湯 布 院 ・ 別 府 方 面

九 州 新 幹 線 鹿 児 島 本 線

豊 肥 本 線
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● 大 観 峰. P 2
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ウ ィ ン  デ  ィ
ア ン ブ レ ラ. P 1 7
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博 物 館. P 5 ・6
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石 畳. P 1 1

あ そ 路. P 1 2

米 塚. P 5
▲

▲ 中 岳 火 口. P 5
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道 の 駅 阿 蘇. P 1 4

も ち と こ. P 1 2

ア ソ キ ャ ン. P 7

夢 の 湯. P 1 6

ア ゼ リ ア 2 1. P 1 6
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と

国 道 5 7 号 新 ル ー ト

と

J R 豊 肥 本 線
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ビ ュ ー ー ー ン ！ と 行 っ て 、

ビ ュ ー ー ー ン ！ と 広 が る 大 自 然 で 阿 蘇 ぼ う ！

熊 本 県 阿 蘇 市
観 光 パ ン フ レ ッ ト

ま た 、 次 の 阿 蘇 市 へ 会 い に

道 の 駅 阿 蘇 道 の 駅 波 野A S O V O

阿 蘇 市 観 光 協 会

発 行 ： 阿 蘇 市 経 済 部 観 光 課
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